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４０
年
を
超
え
て
の
運
転
は
、
危
険
が

増
す
ば
か
り
。許
可
申
請
は
や
め
よ
！

東
海
第
二
原
発
は
、
今
年
１１
月
１１

２８

日
に
稼
働
３９
年
目
を
迎
え
ま
す
。
法

律
で
は
、
３
か
月
前
の
８
月
２８
日
か

ら
１１
月
１１

２８
日
ま
で
の
間
に
、
１
回
の

み
稼
働
４０
年
以
後
の
運
転
許
可
を
申

請
す
る
事
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
頻
発
は
、
老
朽
化
の
証

で
す
。
延
長
運
転
は

絶
対
に
避
け
る
べ
き

で
す
。

６
月
議
会
で
の
一
般
質
問
に
続
き
、

１２
月
議
会
で
も
臨
時
職
員
の
処
遇
改

善
を
求
め
ま
し
た
。

大
名
美
恵
子
議
員

子
育
て
や
教

育
の
分
野
は
、
本
来
正
規
職
員
の
配

置
が
望
ま
し
く
、
本
村
で
は
次
年
度

に
、
幼
稚
園
教
諭
と
保
育
士
の
正
規

職
員
を
採
用
し
た
と
の
こ
と
。
し
か

し
、
ま
だ
正
規
職
員
は
不
足
し
て
お

り
、
臨
時
職
員
が
ク
ラ
ス
担
任
を
も

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
他
自
治
体
と
も
共
通
す

る
課
題
と
考
え
ま
す
が
本
村
と
し
て

は
、
正
規
職
員
を
採
用
し
つ
つ
、
当

面
担
任
を
も
っ
た
幼
稚
園
・
保
育
所
・

こ
ど
も
園
の
臨
時
職
員
に
担
任
手
当

て
等
を
検
討
し
、
新
年
度
予
算
に
ぜ

ひ
盛
り
込
む
べ
き
と
提
案
し
ま
す
が

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長

保
育
所
、
幼
稚
園
等

は
現
在
、
臨
時
職
員
の
ク
ラ
ス
担
任

へ
の
配
置
が
常
態
化
し
、
正
職
員
と

臨
時
職
員
の
職
員
構
成
に
逆
転
現
象

が
起
き
て
い
る
、

さ
ら
に
処
遇
面
で

格
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
は
、
従
前
よ
り
大
き
な
課
題

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

村
は
、
職
員
構
成
の
見
直
し
改
善

の
た
め
、
平
成
２９
年
度
に
３
名
の
保

育
士
、
幼
稚
園
教
諭
を
正
職
員
と
し

て
新
規
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
正
職
員
の
産
休
代
替
の

場
合
に
は
臨
時
的
任
用
に
よ
る
職
員

の
配
置
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
な

ど
、
臨
時
職
員
に
関
す
る
課
題
を
抜

本
的
に
改
善
す
る
ま
で
に
は
至
れ
な

い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
従
前
よ
り
臨
時

職
員
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
観
点

を
ふ
ま
え
、
喫
緊
に
解
決
す
べ
き
課

題
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
検
討
を
重

ね
て
き
た
結
果
、
来
年
度
の
臨
時
職

員
募
集
で
は
、
担
任
に
係
る
賃
金
を

改
善
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

２月２３日（木）午後２時～４時
３月３０日（木）午後２時～４時
４月２０日（木）午後２時～４時

会場：いずれも東海村産業・情報プラザ会議室
１０１号（アイヴィル＝旧リコッティ）

・弁護士は、水戸翔合同法律事務所所属です。
・予約制 大名美恵子村議まで

電話・Fax 029‐284‐0761
携帯電話 090‐3961‐8578

主催 日本共産党東海村委員会

幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
臨
時
職
員
で
、
ク
ラ
ス
担

任
の
場
合
、
担
任
手
当
等
を
検
討
し
、

新
年
度
予
算
に
盛
り
込
む
べ
き

学
校
で
子
ど
も
が
い
じ
め
に
あ
う
な

ど
、
残
酷
な
事
実
も
明
ら
か
で
す
。

私
た
ち
が
福
島
原
発
事
故
か
ら
学

ぶ
べ
き
は
、
事
故
が
起
こ
り
う
る
原

発
（
東
海
第
二
原
発
が
事
故
に
な
れ

ば
被
害
は
福
島
第
一
以
上
の
規
模
）

と
、
人
間
生
活
が
共
存
す
る
道
を
選

択
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
。

事
故
の
被
害
は
必
ず
周
辺
自
治
体
に

ま
で
及
ぶ
。
ま
た
、
東
海
村
民
の
村

外
避
難
は
必
至

重
要
な
の
は
、
東
海
第
二
原
発
が

他
に
は
類
を
み
な
い
人
口
過
密
地
帯

に
立
地
し
て
い
る
こ
と
で
、
周
辺
自

治
体
の
「
事
前
了
解
」
権
の
獲
得
は

当
然
と
言
え
ま
す
。

現
在
唯
一
「
事
前
了
解
」
の
権
限

を
持
つ
本
村
だ
か
ら
こ
そ
、「
権
限

を
共
有
し
ま
し
ょ
う
」
と
権
限
拡
大

を
推
進
す
る
意
見
書
を
あ
げ
る
こ
と

に
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
す
。

請
願
に
反
対
し
た
大
方
の
議
員

も
、
見
直
し
に
つ
い
て
「
覚
書
ど
お

り
に
進
む
こ
と
に
反
対
は
し
な
い
」、

つ
ま
り
「
見
直
し
に
は
賛
成
」
で
す
。

原
電
東
海
第
二
原
発
こ
そ
、
国
内

初
の
協
定
の
「
枠
組
拡
大
」
を
率
先

し
て
実
施
す
べ
き
で
す
。
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請
願
「
地
域
と
住
民
の
安
全
確
保

を
強
め
る
た
め
に
、
日
本
原
電
が

『
安
全
協
定
』
を
見
直
す
よ
う
求
め

る
行
動
を
要
請
す
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
請
願
書
」
は
、
福
島
第
一

原
発
の
事
故
を
受
け
、〝
今
や
原
子

力
発
電
が
「
絶
対
安
全
」
と
は
言
え

な
く
な
っ
た
た
め
、
地
域
と
住
民
の

安
全
を
守
る
「
安
全
協
定
」
の
早
期

見
直
し
が
重
要
で
あ
る
〟
と
、
議
会

の
対
応
を
求
め
て
き
た
も
の
で
す
。

東
海
第
二
原
発
が
過
酷
事
故
に
な

れ
ば
、
福
島
原
発
事
故
で
明
ら
か
な

よ
う
に
汚
染
は
広
範
囲
に
及
び
、
住

民
は
広
域
避
難
、
家
畜
等
は
置
き
去

り
、
事
故
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
長
期
に
わ
た
る
避
難

生
活
に
よ
る
関
連
死
や
、
避
難
先
の

請
願
は
採
択
に

本
村
議
会
が
率
先
垂
範
し
て
意
見
書
を
あ
げ
て
こ
そ
、

尊
敬
と
信
頼
が
得
ら
れ
る―

本
村
議
会
が
率
先
垂
範
し
て
意
見
書
を
あ
げ
て
こ
そ
、

尊
敬
と
信
頼
が
得
ら
れ
る―

大
名
議
員
の
賛
成
討
論
か
ら

大
名
議
員
の
賛
成
討
論
か
ら

大
名
議
員
の
賛
成
討
論
か
ら

福
島
原
発
事
故
に
学
ん
で
、
原
子
力
施
設
の
新
増
設
・
変
更
の

事
前
了
解
は
、
所
在
地
域
首
長
懇
５
市
に
も
拡
大
を

【大名議員の質問】
原子力所在地域首長懇談会と原電
とで交わしている「覚書」における安
全協定の「見直し」とは、協定のどの
部分の見直しを言っているのか。
また首長懇談会が要求する見直し案と、原電が回
答する見直し案が違った場合の考え方はあるのか。

【山田修村長の答弁】
要求改定案は、茨城県と東海村と事
業者の 3者における協定の「東海村」の
ところに首長懇談会の５市が加わり、
東海村と同等になること。あくまでも
この要求に対して事業所がどう答える
かということになる。
今後は、茨城県との協議も行ってい
かなければならないと考える。

◇所在地域首長懇談会に属する 6 市村の人口の合計は、75万 3 千
人を超えます。首長さんたちの要求はあまりに当然です。
原電は、自ら掲げた「覚書」の内容に誠実に対応し、「事前了解」
権を持つ自治体の拡大を決断すべきです。

議会一般質問での安全協定の見直しに
関する質疑応答（2016 年 9 月議会） 議

会
最
終
日
に
、
原
子
力
安
全
協
定
第
５
条
に
お
け
る
東
海
村
の
権
限
を
、
隣
接
市
町
に
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
請
願
の
採
決
が
あ
り
、
賛
成
６
、
反
対
１３
で
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

翌
２１
日
に
は
、
原
子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会
（
東
海
、
ひ
た
ち
な
か
、
日
立
、
常
陸
太
田
、
那

珂
、
水
戸
で
構
成
）
が
開
か
れ
、
原
電
は
同
会
と
の
「
覚
書
」
締
結
に
よ
る
約
束
の
回
答
を
行
い
ま

し
た
が
、
回
答
で
は
、
枠
組
み
（
新
増
設
等
の
事
前
了
解
権
）
拡
大
に
は
触
れ
ず
、「
５
市
に
対
し
て

は
東
海
村
に
準
じ
た
対
応
を
し
た
い
」
と
、
代
替
え
案
を
示
す
考
え
を
述
べ
た
と
の
こ
と
で
す
。
座

長
で
あ
る
山
田
村
長
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受
け
「
全
て
の
首
長
が
回
答
に
納
得
い
っ
て
い
な
い
。

ゼ
ロ
回
答
に
等
し
い
」
と
、
原
電
の
対
応
を
批
判
し
ま
し
た
。
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総
務
省
が
発
し
た
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
策
定
要
請
に
も
と

づ
き
、
村
は
「
東
海
村
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
（
案
）」
を
ま
と
め
ま

し
た
。

１２
月
議
会
で
は
、
２
点
に
つ
い
て

計
画
案
の
変
更
を
求
め
ま
し
た
。

大
名
美
恵
子
議
員

総
務
省
の
策

定
指
針
で
は
、「
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
圏
域
な
ど
に
お
い
て
は
自
団

体
の
み
な
ら
ず
、
隣
接
す
る
市
区
町

村
を
含
む
広
域
的
な
視
野
を
持
っ
て

計
画
を
検
討
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
の
形
成
は
総
務
省
が

推
進
し
、
本
村
は
水
戸
市
を
中
心
と

す
る「
県
央
定
住
自
立
圏
域
」に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
①
施
設
の
「
最
適
な

配
置
」
に
つ
い
て
は
、
定
住
自
立
圏

域
を
視
野
に
入
れ
ず
、「
集
約
化
、
広

域
化
、
廃
止
」
は
行
う
べ
き
で
な
い
。

少
な
く
と
も
「
保
育
所
、
幼
稚
園
、

こ
ど
も
園
、
学
校
等
」
は
、
対
象
か

ら
外
す
べ
き
。

ま
た
、
今
、
国
は
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
住
民
に
負
担
増
を
強
い
、
一
方
で

財
力
の
あ
る
大
企
業
に
は
減
税
。
国

民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
べ
き
年
金

制
度
も
改
悪
さ
れ
、
村
民
の
収
入
は

減
り
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
②
計

画
案
の
「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」

で
は
、
施
設
の
使
用
料
金
引
き
上
げ

を
伴
わ
せ
な
い
こ
と
。

総
務
部
長
「
最
適
な
配
置
」と
は
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
や
維
持
管
理
に
要
す

る
費
用
や
、
将
来

的
な
更
新
費
用
な

ど
を
根
拠
に
適
切

な
規
模
を
割
り
出

し
、
適
切
な
場
所

に
配
置
す
る
こ
と

で
、
基
本
的
に
村
内
を
指
し
示
す
。

「
集
約
化
、
広
域
化
、
廃
止
」
に
つ

い
て
は
、
考
え
方
の
例
を
示
し
た
。

全
て
の
施
設
を
対
象
と
し
た
が
、
社

会
情
勢
等
に
応
じ
て
必
要
な
機
能
に

変
化
が
生
じ
た
場
合
に
よ
る
も
の
。

「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」に
つ
い

て
は
、
公
費
負
担
の
縮
減
や
住
民
間

に
お
け
る
不
公
平
感
を
解
消
し
、
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
持
続
的
に

改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
。
全
庁
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

こ
れ
か
ら
統
一
基
準
を
定
め
る
。

本
計
画
は
、
３０
年
間
の
計
画
と

し
、
５
年
に
１
度
の
間
隔
で
見
直
し

な
が
ら
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

大
名
美
恵
子
議
員

必
要
に
な
っ

て
か
ら
見
直
し
で
対
応
す
る
の
で
は

な
く
、
は
じ
め
か
ら
基
本
計
画
に

「
集
約
化
、
広
域
化
、
廃
止
」
や
、

「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」
が
入
れ

ば
、
計
画
推
進
の
方
向
性
と
し
て
は

そ
の
こ
と
を
進
め
る
の
み
に
な
り
ま

す
。
学
校
と
保
育
所
の
給
食
調
理
の

民
間
委
託
で
明
ら
か
で
す
。

二
つ
の
記
述
は
、
計

画
案
か
ら
削
除
す
べ
き

で
す
。

国
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
要
保
護

児
童
生
徒
に
対
す
る
補
助
事
業
に
、

「
ク
ラ
ブ
活
動
費
」「
生
徒
会
費
」「
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
県
内
自
治
体
の
約

３
分
の
１
が
、
就
学
援
助
制
度
（
準

要
保
護
児
童
生
徒
が
対
象
）
で
も
こ

の
３
項
目
を
追
加
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

大
名
美
恵
子
議
員

本
村
は
３
項

目
に
つ
い
て
、
現
在
追
加
を
し
て
い

な
い
が
、
来
年
度
追
加
す
る
考
え
が

あ
る
か
ど
う
か
問
い
ま
す
。

ま
た
、
入
学
準
備
に
係
る
費
用
へ

の
支
援
金
は
、
入
学
前
の
支
給
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
事
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
と
し
て
考
え
方
が
定
ま
っ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長

２９
年
度
か
ら
は
３
項

目
を
支
給
項
目
と
し
て
追
加
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
る
。

新
入
学
学
用
品
費
支
援
金
の
入
学

前
支
給
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

は
、
特
に
西
日
本
の
地
域
で
多
く
、

負
担
が
大
き
い
中
学
校
入
学
時
の
入

学
前
支
給
の
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
入
学
前

に
他
の
自
治
体
に
転

出
し
た
場
合
、
給
付

金
の
返
還
を
求
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
事
務
手
続

上
の
課
題
が
懸
念
さ
れ
る
事
例
も
あ

り
、
村
と
し
て
は
さ
ら
に
情
報
収
集

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
の
か
引
き
続
き
検
討
し
て
い
る
。

大
名
美
恵
子
議
員

私
は
今
回
、

東
京
都
八
王
子
市
の
入
学
前
支
給

（
前
年
度
認
定
基
準
で
判
定
し
、

２
０
１
７
年
度
新
入
学
者
か
ら
支
給
。

そ
の
際
２
０
１
７
年
２
月
１
日
以
降
、

市
外
に
転
出
し
た
場
合
も
返
金
を
求

め
な
い
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
情
報

を
教
育
委
員
会
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
内
容
は
本
村
に
お

い
て
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
調
査
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長

参
考
に
な
る
事
例
の

一
つ
と
考
え
、
八
王
子
市
の
事
例
も

含
め
先
行
自
治
体
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、

新
年
度
予
算
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
か

就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、

新
年
度
予
算
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
か

就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、

新
年
度
予
算
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
か

就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、

新
年
度
予
算
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
か

【
大
名
美
恵
子
議
員
の
そ
の
他
の
一
般
質
問
】

Q
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
高
校
卒
業
ま
で
へ
の
年
齢
引
き
上
げ
に
つ
い
て

A
当
面
は
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
の
制
度
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い

Q
電
算
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
運
営
事
業
の
委
託
に
つ
い
て

A
平
成
12
年
度
か
ら
現
在
ま
で
、
原
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）に
随
意
契
約
で

委
託
し
て
い
る

Q
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
是
非
を
判
断
す
る
材
料
に
つ
い
て

A
①
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
の
結
果
と
、
安
全
対
策
工
事
の
状
況

②
広
域
避

難
計
画
の
策
定

③「
覚
書
」の
安
全
協
定
の
見
直
し
。
各
首
長
の
意
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
座
長
と
し
て
議
論
を
し
て
い
き
た
い

④
住
民
の
ご
意
見
、
そ
し
て

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
ご
意
見
が
ま
ず
一
番
重
要

保
育
所
、幼
稚
園
、こ
ど
も
園
、学
校
等
は
、

「
集
約
化
、
広
域
化
、
廃
止
」

の
対
象
に
し
な
い
で
！

保
育
所
、幼
稚
園
、こ
ど
も
園
、学
校
等
は
、

「
集
約
化
、
広
域
化
、
廃
止
」

保
育
所
、幼
稚
園
、こ
ど
も
園
、学
校
等
は
、

「
集
約
化
、
広
域
化
、
廃
止
」

の
対
象
に
し
な
い
で
！
ででででででで
い
なななななななななな

象象
対対対
の
対
のののの
対
象

な
い
で

使
用
料
金
の
引
き
上
げ
を
伴
わ
な
い
計
画
に
！

使
用
料
金
の
引
き
上
げ
を
伴
わ
な
い
計
画
に
！

使
用
料
金
の
引
き
上
げ
を
伴
わ
な
い
計
画
に
！

東海村包括的支援事業の実施に関する基準を定める
条例の一部「改正」に、反対
「改正」の大きな問題は、主任介護支援専門員、つま
り主任ケアマネージャーの資格が、 5年ごとの更新
制に変更されることです。業務量が増え研修等も強化されます。今
必要なのは、介護当事者の心のよりどころである主任ケアマネー
ジャーの配置基準（現在本村は 1名）を拡充することです。

人事院勧告に伴い一般職員の給料改定、扶養手当額の改定、
勤勉手当の支給月数の引き上げ並びに特別職の期末手当
支給月数引き上げのための条例「改正」に、反対
一般職の給料改定、勤勉手当の引き上げは、職員の士気が高まり、
住民本位の行政執行に有意であるため賛成です。しかし現在の約 3割
強の職員に減額の影響が出る扶養手当額の改定は、職員相互の対等感
や、協力しあって職務専念の上で不平等が出るため実施すべきではあ
りません。何より職員組合から「拙速な改定は行わず、十分協議に応
じてほしい」との要望が出されているにも関わらず改定を強行するこ
とには反対です。また議員を含む特別職の期末手当支給月数の引き上
げは行うべきではありません。

■ 特徴的な<議案>に関するご報告 常陸那珂港建設に係る公有水面埋立てに関する「村の意
見」に、反対
5 月に完成した中央ふ頭水深12ｍの耐震強化岸壁の先に、水深12ｍ

の岸壁をもう 1 バース整備する工事に伴う水面埋め立てについて、村
は「了解」しました。
しかし常陸那珂港区には、建設機械メーカー

が隣接し、北埠頭は製品が立ち並び、埠頭を独
占したような状態です。…中央埠頭建設では火
力発電所の灰を埋めていますが、再生可能エネ
ルギーの活用が叫ばれる中、長期にわたり火力発電所の稼働を促すこ
とにつながっていることも認められません。
村は、岸壁とふ頭用地の拡大について、長期的視点に立って、「特

別とん譲与税」の増額を見込み、村内企業活動の活性化や雇用の増加・
創出の可能性を見込んでいるとのことですが、むしろ、今は、優先し
て県民が必要としている生活に密着した公共事業により中小企業振興
につなげることではないでしょうか。

東海村（仮称）歴史と未来の交流館建設基金の設置、管理
及び処分に関する条例制定に、賛成
（仮称）歴史と未来の交流館を建設するための基金造成（ 7億円）の条
例制定で、建設は2018～19年度。電源立地地域対策交付金を充当します。


